
（
仮
称
）関
屋
公
園
を
計
画

市
営
住
宅
跡
地
の
一
部
で

建建建建 設設設設 部部部部建 設 部
道
路
占
用
料
の
引
き

上
げ
は
出
来
な
い
か
。

土
木
課
長

市
独
自
で
引

き
上
げ
る
考
え
は
な
い
。

助
役

行
政
改
革
の
中
で

検
討
し
た
い
。

市
営
住
宅
使
用
料
滞

納
に
対
し
て
、
市
で
内

規
や
指
針
を
作
成
し
て
は
。

施
設
用
地
課
長

な
る
べ

く
早
く
策
定
で
き
る
よ
う
努

力
し
た
い
。

市
営
住
宅
跡
地
の
関

屋
公
園
の
規
模
等
は
。

都
市
整
備
課
長

約
６
０

０
平
方

の
街
区
公
園
で

年
度
に
完
了
予
定
。

地
域
業
者
へ
優
先
発

注
す
る
施
策
を
す
ぐ
や

め
よ
。

建
設
部
長

平
成

年
度

中
に
は
目
途
を
つ
け
た
い
。

入
札
制
度
の

年
度

の
改
善
予
定
は
。

建
設
部
次
長

工
事
内
訳

書
の
提
出
を
、
２
５
０
万
円

以
上
の
も
の
に
つ
い
て
も
求

め
る
。
ま
た
、
指
名
停
止
基

準
も
、
見
直
し
を
し
た
い
。

不
法
建
築
に
対
し
て

指
導
、
勧
告
を
し
て
い

る
の
か
。

都
市
計
画
課
長

市
と
土

木
事
務
所
、
保
健
所
を
含
め

た
対
策
協
議
会
的
な
も
の
を

設
置
し
、是
正
指
導
を
行
い
、

基
本
的
に
は
、
自
主
撤
去
し

て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
。

工
事
の
監
理
委
託
に

つ
い
て
は
、
職
員
自
ら

行
う
べ
き
だ
が
。

建
設
部
長

で
き
る
だ
け

配
置
さ
れ
た
職
員
で
す
べ
き

と
考
え
る
。

公
園
の
ブ
ラ
ン
コ
の

柵
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

に
変
更
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長

検
討
し

た
い
。

松
井
ケ
丘
方
面
か
ら

大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま

で
最
短
で
行
け
る
ア
ク
セ
ス

の
確
保
を
。

土
木
課
長

既
存
の
街
区

内
道
路
を
利
用
し
て
も
ら
う
。

道
路
の
新
設
等
の
考
え
は
な

い
。

南
田
辺
北
団
地
の
入

居
の
見
通
し
は
。

都
市
計
画
課
長

年
度

秋
の
予
定
。バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
拡
充

田
辺
小
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

教教教教 育育育育 部部部部教 育 部
青
少
年
を
守
る
会
に

つ
い
て
は
、
問
題
事
項

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
市

が
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る

以
上
、
検
査
せ
よ
。

助
役

事
業
が
適
正
に
執

行
さ
れ
て
い
る
か
、調
査
し
、

市
民
の
疑
問
に
答
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

教
育
基
本
法
を
改

正
、
修
正
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
か
。

教
育
長

部
分
的
に
は
残

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

年
度
、
新
た
に
学

校
施
設
で
防
犯
対
策
を

何
か
、
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長

新
規
の

施
設
整
備
予
定
は
な
い
。

不
審
者
対
策
は
ど
う

か
。

学
校
教
育
課
長

ジ
ャ
ン

パ
ー
を
揃
え
て
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
、
登
下
校
時
に
立
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。

門
扉
を
改
修
さ
れ
た

多くの市民が訪れる 花見山公園

が
、
簡
単
に
外
か
ら
中
に
入

れ
る
。安
全
対
策
は
十
分
か
。

教
育
総
務
課
長

今
年

度
、
不
十
分
な
門
扉
の
改
修

と
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
移
設
を

行
う
。
新
規
の
ハ
ー
ド
事
業

の
予
算
は
な
い
が
、
今
後
、

十
分
検
討
し
た
い
。

補
正
で
４
８
０
０
万

円
も
減
額
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
な
ぜ
、
そ
の
お
金
を

安
全
対
策
に
ま
わ
せ
な
い
か
。

助
役

減
額
の
内
容
は
、

入
札
減
に
な
っ
た
も
の
。
予

算
シ
ス
テ
ム
上
、
そ
の
お
金

は
他
に
使
用
で
き
な
い
。
今

後
、
そ
の
辺
り
を
検
討
し
な

小学生の下校を見守るボランティア
（薪）

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

多
目
的
運
動
広
場
整

備
事
業
の
計
画
用
途
を

再
考
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

助
役

実
施
計
画
で
位
置

づ
け
を
明
確
に
し
て
い
る
。

第
３
次
総
合
計
画
の
中
で
議

論
は
で
き
る
。

市
の
文
化
施
設
を
建

設
す
る
考
え
は
。

助
役

単
体
の
文
化
ホ
ー

ル
建
設
は
検
討
し
て
い
な
い
。

同
志
社
大
学
と
の
包

括
協
定
に
基
づ
く
、
連

携
事
業
の
内
容
は
。

教
育
長

内
容
は
現
在
計

画
中
で
あ
る
が
、
大
学
と
連

携
の
も
と
に
、
単
発
の
も
の

で
な
く
、
継
続
し
て
い
け
る

よ
う
な
事
業
を
検
討
し
た
い
。

本
会
議
で
予
算
に
つ
い
て
討
論
を
展
開

賛

成

賛

成

市
長
は
任
期
の
折
り
返
し

の
節
目
の
予
算
で
、
極
め
て

厳
し
い
財
政
状
況
に
直
面
し

て
い
る
中
、財
政
の
健
全
化
、

都
市
経
営
、
市
民
参
加
の
大

き
な
３
つ
の
視
点
に
立
っ
た

予
算
編
成
を
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
計
画
、
産
業
振

興
基
盤
な
ど
将
来
を
展
望
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、

市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
施

策
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど

市
民
生
活
の
向
上
の
両
面
に

細
か
く
配
慮
さ
れ
、
市
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
意
欲
的
な
予

算
編
成
で
あ
る
と
高
く
評
価

す
る
。

一
新
会

喜
多

英
男

議
員

市
民
に
身
近
な
行
政
、
住

民
福
祉
向
上
に
重
点
配
慮
し

た
予
算
が
必
要
で
あ
る
。
第

一
に
、
介
護
保
険
料
や
国
保

税
の
負
担
増
を
軽
減
す
る
た

め
の
施
策
が
欠
如
し
て
い

る
。
第
二
に
、
同
和
行
政
を

直
ち
に
改
善
、
廃
止
す
る
こ

と
を
求
め
る
。
第
三
に
、
少

人
数
学
級
導
入
の
実
施
や
、

学
校
の
安
全
問
題
、
子
ど
も

の
命
を
守
る
た
め
の
最
優
先

課
題
は
放
置
さ
れ
て
い
る
。

予
算
獲
得
の
努
力
を
し
た
の

か
。
ま
た
、
市
長
を
は
じ
め

職
員
の
意
識
改
革
な
ど
職
務

遂
行
に
努
力
を
さ
れ
た
い
。

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会
議
員
団

塩
貝

建
夫

議
員

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は

あ
る
が
、
国
、
府
と
の
連
携

の
も
と
、
す
べ
て
の
施
策
に

総
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
歳

入
財
源
の
確
保
に
極
力
努
め

ら
れ
、
歳
出
予
算
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
適
正
な
事
業
費
が
計

上
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
市

民
生
活
向
上
に
向
け
た
予
算

案
と
評
価
す
る
。
行
財
政
改

革
に
も
不
退
転
で
取
り
組
む

と
決
意
さ
れ
た
。
我
々
は
、

市
民
を
主
体
と
し
た
将
来
を

見
据
え
た
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
施
策
や
、
緊
急
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
施
策
展
開

に
積
極
的
に
支
援
を
す
る
。

自
由
民
主
党
京
田
辺
市
議
員
団

井
上

公

議
員

行
財
政
改
革
や
市
民
参
画

な
ど
の
取
り
組
む
姿
勢
が
不

十
分
で
あ
る
。市
民
の
安
全
、

安
心
を
本
当
に
考
え
、
地
方

自
治
を
進
め
る
と
い
う
根
本

理
念
が
欠
如
し
た
、
お
上
の

言
い
な
り
の
地
方
行
政
に
成

り
下
が
っ
て
い
る
。
地
元
住

民
が
主
体
の
教
育
を
自
主
的

に
展
開
す
る
議
論
も
な
く
意

欲
と
政
策
が
欠
如
し
て
い
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
の
明
確

な
市
民
主
体
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
も
な
い
ま
ま
に
前
年
度
を

踏
襲
す
る
と
い
う
形
式
的
な

年
度
が
わ
り
の
予
算
執
行
に

多
く
の
疑
問
が
あ
る
。

市
民
の
会

橘

雄
介

議
員

大
幅
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
下
、
ま
た
、
単
独
事
業
を

半
減
す
る
と
い
う
緊
縮
型
の

予
算
で
あ
り
な
が
ら
、
環
境

問
題
の
対
応
、
少
子
高
齢
化

を
迎
え
た
中
で
の
新
規
事
業

へ
の
取
り
組
み
な
ど
本
市
が

目
指
す
都
市
像
の
実
現
に
向

け
意
欲
的
な
意
思
の
あ
ら
わ

れ
の
予
算
だ
と
感
じ
る
。
ま

た
、
以
上
の
施
策
を
遂
行
す

る
に
際
し
、
な
に
よ
り
必
要

な
の
が
職
員
の
意
識
改
革
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
学
校
施
設

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
早

急
な
対
応
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

無
会
派

南
部
登
志
子

議
員

指
定
管
理
者
制
度

（
２
面
左
９
段
目
他
）

民
間
事
業
者
で
も

公
の

施
設

の
管
理
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
制
度
の
こ
と
。
民

間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
や
経
費
の
縮
減
な
ど
を
通

し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

事
務
事
業
評
価

（
３
面
右
４
段
目
）

市
が
実
施
し
て
い
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
（
事
務
・
事
業
・

業
務
）
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

つ
い
て
自
己
評
価
を
行
い
、

そ
の
評
価
結
果
を
今
後
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
３
面
左
）

市
が
政
策
の
立
案
等
を
行

お
う
と
す
る
際
に
、
そ
の
案

を
公
表
し
、
こ
の
案
に
対
し

て
、
市
民
・
事
業
者
等
か
ら

意
見
や
情
報
を
提
供
し
て
も

ら
う
機
会
を
設
け
、
市
は
そ

れ
ら
を
参
考
に
し
て
最
終
的

な
意
思
決
定
を
図
る
こ
と
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
７
面
右
３
段
目
）

講
師
等
か
ら
一
方
的
に
話

を
聞
い
た
り
す
る
だ
け
で
な

く
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が

参
加
や
体
験
を
通
し
て
、
自

由
な
意
見
を
出
し
合
い
、
意

思
決
定
を
す
る
た
め
の
手

法
。

賛

成

賛

成

賛

成

賛

成

反

対

反

対

反

対

反

対

年（平成 年） 月 日

各
会
派
に
よ
る
総
括
質
疑
の
主
な
内
容〔
予
算
特
別
委
員
会

最

終

日

〕

一
新
会

喜
多

英
男

議
員

◆
財
政
計
画
と
行
政
改
革
の

進
め
方
◆
高
齢
者
福
祉
等
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

◆
大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
つ
い
て
◆
三
山
木

地
区
特
定
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
に
つ
い
て
◆
山
手
幹
線

の
進
捗
に
つ
い
て
◆
緑
化
推

進
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
◆
市
の
特
産
物
の
育
成
に

つ
い
て
◆
農
業
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
の
対
策
に
つ
い
て

公
明
党

西
川

豊
蔵

議
員

◆
住
民
の
市
政
参
画
と
市
民

協
働
の
推
進
に
つ
い
て
◆
情

報
公
開
の
充
実
に
よ
る
意
識

改
革
の
推
進
に
つ
い
て
◆
自

治
会
組
織
へ
の
防
災
知
識
の

推
進
に
つ
い
て
◆
環
境
市
民

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
具
体

的
推
進
に
つ
い
て
◆
小
、
中

学
校
の
耐
震
補
強
調
査
と
予

算
重
点
的
配
分
や
考
え
方
に

つ
い
て

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会
議
員
団

塩
貝

建
夫

議
員

◆
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
さ
せ

な
い
た
め
の
市
長
の
決
意
は

◆
就
学
援
助
制
度
の
準
要
保

護
削
減
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◆
小
学
校
卒
業
ま
で
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を

◆
学
校
施
設
の
安
全
対
策
へ

の
予
算
確
保
に
つ
い
て
◆
少

人
数
学
校
の
導
入
を
◆
予
算

の
有
効
活
用
を
◆
適
材
適
所

の
人
事
配
置
を

自
由
民
主
党
京
田
辺
市
議
員
団

山
下

勝
一

議
員

◆
地
方
分
権
に
お
け
る
自
治

体
経
営
の
認
識
◆
行
財
政
改

革
の
取
組
み
◆
民
間
活
用
、

構
造
改
革
、
意
識
改
革
等
の

考
え
◆
管
理
職
へ
の
権
限
委

譲
の
考
え
◆
予
算
執
行
状
況

の
把
握
◆
国
府
の
施
策
情
報

の
早
期
収
集
◆
指
定
管
理
者

制
度
の
考
え
◆
公
務
員
の
福

利
厚
生
費
問
題
◆
企
業
誘
致

施
策
の
考
え
◆
交
通
弱
者
に

対
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

市
民
の
会

橘

雄
介

議
員

◆
財
政
計
画
の
確
立
◆
行
政

改
革
の
推
進
◆
政
策
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
の
必
要
性
◆
市
民
協

働
参
画
の
具
体
化
◆
職
員
削

減
や
市
職
員
厚
遇
の
見
直
し

◆
市
民
自
治
条
例
の
制
定
◆

事
務
事
業
評
価
の
実
施
◆
市

政
協
力
員
制
度
の
廃
止
◆
街

灯
増
設
◆
歩
道
整
備
拡
充
◆

大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

世
代
間
交
流
機
能
の
推
進
◆

三
山
木
ま
ち
づ
く
り
の
検
討




